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の位置 xi と高さ hi の 2N 変数のみとなる（N は断面の総数）。
本モデルは、砂丘表面の砂の流れを各断面内と隣接する断面間の２種類に分けている。まず、断面内の
砂の流れは、形状の相似性から尾根を越える砂 q と上流からの砂の供給 f in とし、尾根を越える砂は確率
TE で風下斜面へ堆積し、確率 1  TE で下流地面へ流出する。ここで、堆積率 TE は高さに単調増加する
関数として知られている。次に、断面間の砂の流れは、風上と風下の斜面間でそれぞれ発生し、その流量
Ju; Jd は斜面間の勾配による拡散で記述され、拡散係数として Du; Dd が与えられる。以上の砂の流れを
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24q(TE(hi)  1) + X
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(Jd(j!i)   Ju(i!j)) + f ini
35 (2)
(i = 1;    ; N)
ここで、A;B;C は断面の形状から定まる定数である。
3 一方向流下における砂丘形態




































に、粒子に働く力として、次の３つを考慮した。(i) 雪崩の駆動力である重力 F g、(ii) 粒子間の接触によ
り生じる斥力 F r（近接相互作用）、(iii) 流体から受ける抵抗力（非近接相互作用）。ここで、(iii)に関し
て、粒子の運動が流体を介して即座に他の粒子へ伝搬すると仮定することで、流体から受ける抵抗力は
Rotne{Pragerテンソルを用いて粒子間の長距離相互作用として表現される。さらに、粒子の慣性を無視
























 F j ; (r = ri   rj) (4)
ここで、は流体の粘性係数、aは粒子の半径、ri は粒子 iの座標、rは粒子 i; j の中心間距離、I は単位
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